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地質調査船｢白嶺丸｣と海洋地質研究1自嶺丸と太平

洋.以下時計回りに示します,伊豆･小笠原諸島,硫黄

島南方マリアナトラフ(水深3,800m)の枕状溶岩,宍道

湖岸で見られる多量のヤマトシジミ貝殻,南極大陸から

堆積物やペンギンを運ぶ氷山,音波探査による海底地

質断面図,明神海丘(東京南方400km)の熱水硫化物鉱

床.詳しくは,本文の特集をご覧下さい.

(写真と文;海洋地質部,デザイン:河村幸男)
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